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① 金木だより（第240号）III川川川m・“ 

鷲
わ
鋤
嫁
の
勢

n尋
 

マ
中
 馴rい
mン
い臣
島J
・
翌
、・

 

ー
，
ー
・
 司
一
 

引
m婦
聖m舞
m婦
認
 

ヘ・ 

==＝舞＝年篇 
ii I~ 

へ
「
 

春
 

川
倉
小
学
校
ー
 
ッ
カ
ピ
力
の

一
年
生
 

新
入
学
の
小
学
一
年
生
。
 

入
学
式
は
、
春

一
番
の
学
校
行
事
だ
が

誰
も
が
経
験
を
持
つ
期
待
と
不
安
が
入

り
混
っ
た
学
校
生
活
の
第
一
歩
だ
。
 

創
立
百
周
年
を
昭
和
五
十
四
年
に
迎

え
た
川
倉
小
学
校
で
は
、
全
校
生
徒
百

十
三
人
。
三
月
卒
業
し
た
十
六
人
の
お

兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
に
代
っ
て
同
人
数
が

お
母
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
て
こ
れ
か
ら

の
学
び
舎
に
や
っ
て
来
た
。
 

新
し
い
洋
服
。
新
し
い
ズ
ッ
ク
。
新

し
い
カ
バ
ン
。
何
も
か
も
キ
ラ
キ
ラ
輝

い
て
見
え
る
。
 

時
代
と
と
も
に
外
観
は
変
化
し
て
も

そ
の
内
に
秘
め
た
輝
き
は
、
百
七
年
経

っ
た
今
で
も
変
わ
ら
な
い
。
 

学
び
舎
で
の
出
来
事
は
、
同
級
生
や

先
生
と
の
思
い
出
と
と
も
に
一
生
心
の

奥
に
残
さ
れ
る
。
 

“わ
が
家
の
メ
ゴ
ー
も
と
う
と
う
一
年

生
に
な
っ
た
と
い
う
実
感
は
、
入
学
式

に
参
列
す
る
お
母
さ
ん
か
ら
ひ
し
ひ
し

と
伝
っ
て
く
る
。
 

で
も
、
こ
れ
か
ら
は

一
人
の
親
と
し

て
だ
け
で
な
く
地
域
の
親
と
な
る
こ
と

も
必
要
か
 
。
 



そ の 他 187.494(6.6% 
商 工 費94,085(3.3%) 

土 木 費187,255(6.5%) 
消 防 費 
188,640 
(6.6%) 

その他46.764(1.6%) 
	分担金及び負担金30.465(1.1%) 
	諸 収 入37,201(1.3%) 
	地方譲与税44.500(1.5%) 

使用料及び手数料 
62,269 

(2.2%) 

老人保健特別会計 
（千円） 

歳入 	  557,345 
支払基金交付金 	 390.481 
国庫支出金 

県 支 出 金 	刀，8伯 

繰 入 金 	27.810 
繰 越 金 	 1 
諸 収 入 	 3 

歳出 	  557.345 
医療給付費 	548.400 
医療費支給費 	7,800 
審査支払手数料 

償 還 金 	 3 
繰 出 金 	 1 

8.(1.獣税ー 
・一木材引取税 

1.000 
(0.1%) 

国民健康保険特別会計 
、干円、 

歳入 	  985,752 

	

保険税   316,433 
国庫支出金 	646.62 1 
療養給付費交付金 	 17. 100 
共同事業交付金 	 4,456 
そ の 他 

歳出 	  985,752 
総務費 	 41,902 
うち人件費-23,890 

保険給付費 	714. 273 
老人保健拠出金一一 m.692 
共同事業拠出金 	5.208 
公 債 費 	  5.000 
そ の 他 	  4,677 

入
越

収
 

	'IIII川川川u 金木だより ② 

鵬搬翻搬棚I 
17万円決まる 

今
年
度
の
町
づ
く
り
の
基
本

と
な
る
昭
和
六
十

】
年
度
一
般

会
計
予
算
が
三
月
定
例
町
議
会

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額

は
二
十
八
億
六
千
九
百
十
七
万

四
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
約

二
％
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
 

性
質
別
に
み
る
と
人
件
費
と
補

助
的
経
費
が
約
半
分
占
め
、
財

源
も
地
方
交
付
税
が
四
六
％
を

占
め
そ
の
依
存
度
も
高
く
、
自

主
財
源
の
不
足
が
目
立
ち
ま
す
。
 

今
回
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
紹

介
致
し
ま
す
。
 



総額28億6,9 

性質別内訳 

③ 金木だより 川川皿川I 

うち企業債償還金一32.引7 

0事業収益 	  184,537 
給水収益 	 104.027 
受託工事収益 	12.200 
受取利息及び配当金- 8,662 
他会計補助金一- 59,620 
その他の収益 	 28 

0事業賢用 	  184,537 
原水及び浄水費 	17,370 
配水及ひ給水費一・ 5,990 
受託工事費 	14,287 
総係費 	 36,698 
うち人件費一27.645 

減価償却費 
74 ,361 支払利息 

520 その他 
0資本的収入 0 
0資本的支出 35 ,811 

(
.
 

▼
金
木
だ
よ
り
印
刷
費
什
二
百

八
万
八
千
円
マ
津
軽
北
部
消
防

事
務
組
合
負
担
金
及
び
分
担
金

廿

一
億
七
千
七
百
二
十
四
万
一
一

干
円
▼
海
洋
セ
ン
タ
ー
附
帯
工

事
費
ー
一
干
五
百
三
十
万
円
マ

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
費
廿
一
一
 
 

百
四
十
三
万
円
マ
町
長
選
挙
費

廿
三
百
四
万
七
千
円
▼
県
知
事

選
挙
費
I
二
百
三
十
万
円
マ
納

税
貯
蓄
組
合
報
償
金
l
一
千
し

十
万
円
。
 

▼
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
I
一
千
万
円
，
津
軽
北
部
老
 
 

一
 

人
福
祉
事
務
組
合
負
担
金
廿
．
 

千
二
百
九
十
三
万
三
千
円
▼
西

北
五
精
神
薄
弱
児
施
設
組
合
負

担
金
I
二
百
三
十
一
万
二
千
円

マ
保
育
所
給
食
費
I
一
千
九
百

十
六
万
六
千
円
マ
各
種
検
診
委

託
料
I
一
千
三
万
五
千
円
マ
西

北
五
衛
生
処
理
組
合
負
担
金
I
 

五
千
七
十
九
万
八
千
円
マ
金
木

病
院
負
担
金
I
八
千
九
百
七
十

六
万
六
千
円
マ
水
道
事
業
繰
山

金
I
五
千
九
百
六
ト
ー
ー
万
円
。
 

マ
各
種
協
議
会
負
担
金

ー

一
千

四
百
二
十
九
万

一
千
円
マ
水
田

利
用
再
編
対
策
事
業
費
廿
四
千

三
百
五
十
九
万
九
千
円
▼
総
合

研
修
施
設
建
築
L
事
費
廿
‘
千
 

.．百
二
十
．.．万
円
▼
新
農
構
改

善
事
業
地
域
施
設
整
備
補
助
金

廿
一
億
九
百
八
十
八
万
円
マ
牧

場
業
務
委
託
料
I
七
百
七
十
万

刊
マ
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事

業
費
甘
六
百
八
十
二
万
三
千
円
 

計

糾
 

会
 

業
 

事
 

道
 

水
 

▼
農
免
農
道
整
備
促
進
費
I
一
一

千
四
百
七
万
二
千
円
▼
自
然
休

養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
業
務
委
託

料
I
百
七
万
五
千
円
▼
公
有
林

整
備
事
業
費
I
三
百
三
十
五
万

円
。
商
工
費

i
マ
相
撲
場
設
置

工
事
費
I
二
千
五
百
万
円
▼
遊

歩
道
整
備
廿
一
千
百
万
円
。
 

▼
道
路
台
帳
整
備
委
託
料
ー
一

千
五
百
万
円
▼
除
雪
対
策
費
廿

四
百
．二
十
六
万
円
▼
道
路
新
設

改
良
費
ー
四
千
三
百
六
十
五
万

円
▼
新
喜
良
市
線
特
改
四
種
工
 
 事

費
廿
二
千
七
百
三
十
四
万
円

▼
住
宅
建
設ー
三
千
八
百
八
万円
。
 

▼
金
木
小
管
理
費
I
三
千
八
百

二
十
八
万

一
千
円
マ
川
倉
小
管

理
費
I
一
千
六
十
五
万
七
千
円

マ
嘉
瀬
小
管
理
費
ー
一
千
九
百

二
十
万
五
千
円
▼
喜
良
市
小
管

理
費
ー
一
千
互
百
・二
十
七
万
八

千
円
▼
金
中
管
理
費
廿

一
千
四

百
十
七
万
七
千
刊
▼
金
木
南
中

管
理
費
ー

一
千
二
百
四
十
九
万

一
千
円
，
金
中
建
設
費
I
二
億

五
千
九
百
五
十
九
万
三
千
円
。
 

区 	分 予算額 構成比（%) 

1‘人 	件 	費 905,711 31.6 

2．物 	件 	費 254.304 8.9 

3.維持修繕費 21.321 0.7 

4.扶助的経費 41,099 1.4 

5．補助的経費 498.479 17.4 

6．公 	債 	費 396.088 13.8 

7. 積 	立 	金 1 0.0 

8.投資及び出資金 20.270 0.7 

9. 繰 	川 	金 27,810 1.0 

10. 普通建設事業費 693.638 24. 1 

11．災害復圧に」「業 7,453 0.3 

12．予 	備 	費 3,000 0.1 

2.869.174 100.0 
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暖
か
い
日
ざ
し
に
誘
わ
れ
て

何
と
な
く
外
に
出
た
い
気
分
に

な
る
の
が
春
で
す
。
 

新
入
学
（
園
）
児
も
慣
れ
な

い
通
学
（
園
）
路
を
往
復
す
る

だ
け
で
な
く
友
達
の
家
へ
遊
び

に
行
っ
た
り
来
た
り
で
行
動
範

囲
も
ぐ
ん
と
広
く
な
り
ま
す
。
 

陽
気
と
と
も
に
気
を
付
け
た

い
の
が
交
通
事
故
。
町
内
の
自

動
車
保
有
台
数
は
六
十
年
三
月

で
五
、
四
九
五
台
。
十
年
前
よ

り
約
七
七
パ

ー
セ
ン
ト
も
増
え

危
険
度
も
比
例
し
て
い
ま
す
。
 

子
供
に
つ
い
て
は
飛
び
出
し
事

故
が
最
も
多
く
こ
れ
か
ら
の
季
 

節
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
 

さ
る
四
月
六
日
か
ら
十
五
日

ま
で
の
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
で
は
、
町
内
の
主
要
交
差
点

に
古
川
町
長
を
は
じ
め
、
婦
人

団
体
、
青
年
団
員
な
ど
が
立
ち
、
 

啓
発
に
乗
り
出
し
ま
し
た
が
、
 

子
供
に
つ
い
て
は
や
は
り
親
の

教
育
が
一
番
大
事
で
す
。
子
供

は
突
発
的
な
行
動
に
出
る
こ
と

が
多
く
し
か
も
ロ
で
話
し
た
だ

け
で
は
と
う
て
い
理
解
し
て
い

ま
せ
ん
。
 

交
通
事
故
撲
滅
に
向
け
て
も

う
一
度
考
え
て
み
て
は

…
…
。
 

月 Ii I 行 事 名 月日~ 行 事 名 

~金木町朝野球選手権大会  

~金木桜まつり県ド馬力大会  

4月 ’“内」t縁旨春季選抜ノ‘レーボール大会 

298(f*) 	纂 
伽ト・南lII桜まつり合同ハレード

桜まつり 開会式 

あしの球燭

州 魂 堂 

演 芸 燭 
‘人の．n 
金小体“館 

6:30 

金木さくらまつり行事 
県登歩郎公園 

●I；● 4西北IL中学校選抜野球大会 

茶道遠州流野点 

西北五音楽振興会コンサート 

黒li八郎ショウ 

桜まつり花火大会（雨天鵬延） 

馴●糾あしの陸土競技選手権大会 

県下読剣遺大会 

三浦みのるショウ 

局獣慰霊祭 

‘86金木桜まつり m糾カラオケ大会 

ひ、,」~ 
《
 

鵬 
午． 

9:00 

10:00 

10:30 

I:00 

7:30 

あしの陣上親技， 

爾内忠魂碑前

演 芸 嶋

動 物 崎 裏

演 芸 場 

5日 
〔体〕 

4日 
〔体〕 

8:30 

9:00 

11:00 

11:00 

0:30 

午議 場 所 

IJ し‘,球場

紹 魂 堂

演 芸 埼

演 芸 嶋

剛内◇曲岬 

事 名 ニ
j
 1

 

日
 

月
 

9:00 

10:00 

日
！
 

2
 金 』

 

あしの球燭

欄 内 叫 場 

金木町a某者
トレ・セン 

欄内招魂電境内

桜まつり事島所前

町 内 ・還

桜まつり事昌所前 

” 図 
午接 

，難中学校選抜ソフトポール大会 

N.II.K衛'0放送受‘泌開．受‘I相談

扇胡会民胡．舞踊発表会 

●I5●‘北IL地区防犯少年野球大会

木造民謡・手踊研究会芸能発表会

戦攻者思霊前夜祭 

あしの球燭 

「I 然体養H 
h理七ンクー 

演 芸 燭

あしの球堺 

3k 
〔水〕  

5月 

1日 
〔木】 

8:30 

'0:00 

8:30 

11:00 嶋
 
堂
 

“一
 
魂
 

消防団観閲式 

L佐犬斗技大会

諭m‘西北五中学校卓球大会

幕I；●‘酉北I川I学校選抜野球大会

三 Lキナ民謡・手踊発表会 

'86金木桜まつり副”カラオケ大会

金木桜まつり 夜桜映両会

凡T. Tふるさと電話コーナー 

3日 
〔体〕 

7:00 

1:00 

8:30 

&30 
S.". 

n:00 

午麟 

8:00 

8:30 

8:30 

':30 

10:00 

m:00 

11:00 

0:30 

6:00 

金木町老人クラブゲートボール大会

戦残者慰霊祭 

吉幾三 
津軽どまん中コンサート．ツアー 

N. T. Iふるさと電話コーナー 

あしのグランド

嫡 内 叫 掛 

金木11ロ業者
トレ・セン 

金 高 球 掛
あ しの球叫 

演 芸 燭

演 芸 燭

用内登仙岬 

0:30 

0:30 

7:00 

、
 

ノ
 

( 

×
 

II”川川川川金木だより ④ 

一
 

交通安全を願いあいさつする古川町長 

'fl 

期間中N・H・K大河ドラマ「いのち」lS烈嘱’雛破溌議ごポニー、 



一
 
四
月
七
日

（月
）
、
 町
内
小
 
ぎ
朝
食
◇
8
時
4
5分
I
消
防
署
 
中
心
に
あ
い
さ
つ
o)
n時
l
よ
一

一
中
学
校
、
一
斉
に
入
学
式
を
迎
 
の
車
で
春
の
火
災
予
防
パ
レ
ー
 
う
や
く
各
課
長
と
事
務
打
合
せ
一

一
え
春
ら
し
さ
が
一
段
と
感
じ
ら
 
ド
川
席
、（
今冬
の
火
災
多
発
を
 
山
積
み
す
る
書
類
に
決
栽
す
る
ー
 

ー
れ
る
o
春
の
全
国
交
通
安
全
運
 
思
い
小
し
防
火
意
議
の
高
揚
に
 
も転
任
あ
い
さ
つ
の
来
客
者
多
一

一
動
も
ス
タ
ー
ト
し
、
町
内
で
の
 
つ
い
て
あ
い
さ
つ
す
o)
9時
I
 
し
o
・
後
1
時
I
町
議
会
総
務
一

一
交
通
事
故
抑
止
を
願
う
o
 

役
場
に
て
金
中
体
有
館
解
体
ー
 
企
画
常
任
委
員
会
出
席
◇
総
務
一

一
み

3
0分
ー
交
通
指
導
車
で
街
 

・
 

・
 

‘Iー
 
企

画
、
税
務
、
町
民
の
各
課
長
一
 

一縄
」
疑曹
購
」事
い
わ
い
わなく
糾
鯵
騒
輪
一
 

《
Hポ
議前
ー
金
木
下
町
十
宇
路
ー
 
浅
含
、
刈
係
課
艮
と
事
後
収
吸
 
課
艮
に
脂
示
〕
桜
の
つ
ぼ
み
は
一
 

議
穫
熱
鶏
気
鯵
謎
繰
鷲
牲
てい
稀
」
」
け
れ

一
 

、I
.
I
?
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I
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I
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I
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I
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I
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ノ
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一
頭
に
立
つ婦
人
団
体
、
役
場
職
 
町
辰

日
記
 
か
ら

所
管
事
項
の
報告
、
審
嶋
一

汀

」
乏
コ
J
一
 

日
E
E

!！
。
 

一
 

（
 

,, 

おやつに最高 

“きなこ巻き” 
蒔田 秋元 トシさん（総・21心） 

『
 COOKingー一COOKing一COOKing・ 

ク
ッ
キ
ン
グ
①
 

保
健
協
力
員
 

▽
金
木
地
区
 

徳
田
キ
ョ
エ
 （
本
町）
藤
元
静

江
（
栄
町
）
 
一戸
テ
ル
（
田
町）
 

白
川
ケ
イ
子

（
南
新
町）
角
田

エ
コ

（
上山
道
町
）
竹
内
照
子
 

（中
山
道
町
）
秋
谷
弘
子
（
同）
 

小
野
敬
子
（
下
山
道
町
）
鳴
海

春
枝

（
美
晴
町
一
区
）
山
本
幸

子
（
同
二
区
）
角
田
和
子
（
昭

和
町
一
区
）
加藤
洋
子

（
同一
一

区
）
阿
部
ト
ミ
（神
明
町
一
区
）
 

前
田
イ
シ
（
同
二
区
）
福
長
敏

子
（
朝
日
町
）
津
島
タ
マ
（
同）
 

決

ま
る
 

秋
元
洋
子
（同
）
対
馬
洋
子
（
北

新
町
）
角
山
ア
イ
子
（
小
川
町

一
区
）
福
山
初
枝
（
同
二
区）
 

三
上
恵
子
（
米
町
）
小
野
ヒ
サ

子
（同
）
棟
方
ミ
エ
（川
端
町
）
 

柴
田
寿
美
江
（
寺
町
）成
田
チ

セ
（芦
野
町
）
小
屋
静
江
（
同）
 

石
戸
谷
良
子
（
浦
町
）
沢
田
か

つ
（新
富
町
）
外
崎
き
み
よ
（同

川
村
ハ
ッ
エ
（
若
松
町
一
区）
 

白
川
末
子
（
同
二
区
）
成
田
キ

エ

（
同三
区
）
対
馬
テ
ル

（
同

四
区
）
中
野
君
子
（
見崎
町
）
 

沢
m
ア
イ
（
三
軒
町
）
白
川
京
 
 子

（
上
沢部
）
津
島
フ
ミ
エ
（
下

沢
部
）
北
沢
ョ
・
ン
（
旭
ケ丘
）
 

木
村
ト
サ
エ
（
同
）
逢
坂
昭
子
 

（
芦
野
団
地）
青
山
ユ
キ
（
同
）
 

川
瀬
恵
久
子
（火
束
ケ
丘
）
秋

元
レ
コ

（
上蒔
田
）
古
山
ト
キ
 

（
下
蒔
田）
石
戸
谷
ト
キ
エ
（
神

原
）
工
藤
ハ
ル
（
藤
枝
）
浅利

イ
ツ
子
（
湯
の
川
）
菊
地
テ
イ

子
（
向
道
）
白
川
キ
ョ
（女
坂
）
 

秋
元
た
け
（
林
下
）
泉
谷
ハ
ツ

エ
（
上
宇
山
野
）
中
谷
幸
江
子
 

（
下
字
田野
）
。
 

▽
嘉
瀬
地
区
 

長
利
ぬ
い
子
（
雲
雀
野
団
地
）
 

鎌
田
サ
ツ
（
束
町
）
松
川
橿
子
 

(
L小
栗
崎
）
小
松
松
江
（巾

小
栗
崎
）
松
川
ミ
チ
エ
（
下
小

栗
崎
）
水
下
節
子
（
上
派
立
）
 

阿
部
敬
子
（
中
派
立
）
舛
甚
キ

ミ
エ
（
ド
派
立
）
小
山
内
カ
ッ

ミ
（
上
新
町
）
須
崎
洋
子
（
下

新
町
）
沢
川
勝
江
（
上昭
和
町
）
 

岩
村
ゆ
り
（
下
昭
和
町
）
（小
倉

さ
つ

（
本
町）
土
岐
キ
セ
（
冷

水
）
山
中
フ
エ
（
車
町
）
今
ッ

ワ
（
畑
巾
）
土
岐
和
子
（
後
町）
 

毛
内
レ
ツ
（
上
古
町
）
平
川
キ

ミ
エ

（
ド古
町
）
原
川
ア
イ
子
 

（
新
誠
町）
原
川
き
み
裏
（
新

堤
町
）
鳴
海
順
子
（
同
）
沢
田

ツ
ョ

（
上鍛
治
町
）
土
岐
み
よ

十
鍛
治
町
）
杉
山
ハ
ツ
エ
（
上

中
柏
木
）
成
田
ち
え

（下
中
柏

木
）
。
 

▽
喜
良
市
地
区
 

大
橋
紀
子
（
西
岩
見
町
）
元
石

美
枝

（
回
）山
口
は
る
象
（
東

岩
見
町
）
古
川
芳
枝
（
同
）
工

藤
ュ
キ
（
更
生
部
落
）
岡
田
ハ

ル
ェ
（
林
町）
葛
西
ハ
ナ
エ
（野

崎
）
岡
山
京
子
（
北
本
町
）
桜

庭
ト
コ
（
南
本
町
）
桑
田
礼
実

子
（
上
派
立
）
伊
丸
岡
よ
し
急
 

（
下
派
立）
大
橋
よ
こ
（
上
柏

木
）
高
橋
リ
ツ
エ
（
下
柏
木
）
 

今
テ
ツ
エ
（
下
町
）
古
川
と
も

子

（川
端
町
）
今
チ
ョ
エ
（
双

葉
町
）
今
愛
子
（
同
）
。
 
 

叱
 

一

・・
〈
 

啄
 
秋
元
さ
ん
で
は
転
作
大
豆
を
 

」
利
用
し
た
加
工
食
品
が
た
く
さ
 

」・
んあ
り
ま
す
。
豆
腐
や
納
豆
は

師
す
べ
て
手
作
り
。
 つ
ば
き
生
活
 

『
改
善
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
、
五

一
十
万
円
自
給
運
動
を
実
践
し
て

必
い
ま
す
‘
 

叫
 
今
回
の
“き
な
こ
巻
き
〉
は
、
 

加
昭
和
五
十
九
年
度
の
町
産
業
ま

一
っ
り
で
「
ふ
る
さ
と
賞
」
を
受

叱
賞
し
ま
し
た
。
 

加
 
▽
材
 
料
 

？
き
な
粉
 

ー
カ
ップ
 

「
も
ち
米
の
粉
 
ー
カ
ッ

プ

陥
う
る
ち
の
粉
 

ー
カ
ップ
 

ゆ
卵
 

ー
コ
 

】
牛
乳
…

・
 

二
百
C
c
 

官
砂
糖
…

一
 

L
十
グ
ラ
ム
 

眺
あ
ん
こ
・
 

四
百
グ
ラ
ム
 

『
水
 

五
カ
ッ

プ
 
 

▽
作
り
方
 

①
き
な
粉
、も
ち
米
の
粉
、う
る
 

ち
の
粉
に
砂
糖
を加
え
よ
く
混
 

ぜ
合
わ
せ
る
。8

に
卵
と
牛
 

乳
を
入
れ
更
に
よ
く
混
ぜ
天
ぷ

ら
の
こ
ろ
も
位
の
柔
ら
か
さ
に

な
る
よ
う
水
を
加
え
ま
す
。
③

フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
引
き
ス
プ
 

ー
ン
で
●
を
汲
ん
で
お
や
き
の

皮
の
よ
う
に
し
て
焼
き
ま
す
。
 

冒
の

表
面
に
プ
ツ
プ
ツ
が
出

て
き
た
ら
あ
ん
こ
を
乗
せ
て
卵

焼
き
の
要
領
で
く
る
り
巻
い
た

ら
山
来
上
り
。
出
来
上
っ
た
も

の
を
三
つ
程
に
切
る
と
食
べ
や

す
く
な
り
ま
す
。
 

O
コ
ツ
と
応
用
 

あ
ん
こ
の
代
り
に
ジ
ャ
ム
ゃ
蜂

密
な
ど
も
良
く
、
き
な
粉
を
多

目
に
す
る
と
い
っ
そ
う
お
い
し

い
で
す
。
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両親兄 4 人家族 

土岐亮子さん 

昨
年
四
月
自
宅
か
ら
通
勤
出

来
る
場
所
と
い
う
こ
と
で
、
卒

業
と
同
時
に
五
所
川
原
市
の
デ

パ
ー
ト
へ
就
職
。
 デ
パ
ー
ト
の
 

顔
で
も
あ
る
受
付
け
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
 

優
し
く
ユ
ー
モ
ラ
ス
た
っ
ぷ

り
な
先
輩
達
に
見
守
ら
れ
、
丁
 

飼b勿0易勿凹口跳 

“

、
‘
 

太
宰
治
、
吉
幾
三
、
全
国
的
有
名
人
が
金
木
町
か
ら
畠
て
い
ま

す
が
、
最
近
で
は
作
家
長
部
日
出
雄
氏
の
書
い
た
直
木
賞
受
賞
作

品
“
津
軽
世
去
れ
節
〉
に
出
て
く
る
嘉
瀬
の
桃
こ
と
黒
川
桃
太
郎

も
有
名
人
と
し
て
加
っ
て
い
ま
す
。
 

し
け
中・

 

こ
の
全
国
的
有
名
人
の
中
に
も
う
一
人
。
“大
橋
成
行
さ
ん
《
が

い
ま
す
。
 

シ
ル
ク
・
ス
ク
リ
ー
ン
と
い
う
版
画
の
文
野
で
若
手
ナ
ン
バ

ー
 

ワ
ン
と
目
さ
れ
、
ひ
な
げ
し
の
コ
ー
ゾ
ー
こ
と
井
上
公
三
氏
を
師

に
、
大
橋
成
行
の
蝶
と
言
わ
れ
る
ま
で
に
至
り
ま
し
た
。
 

一
 

「
霧
い
蕪麟
麟
（「
」
 

度
一
年
を
終
え
ま
し
た
が
、
ど

の
職
業
と
も
同
じ
よ
う
に
奥
が

深
く
、
さ
し
あ
た
り
勉
強
が
続

き
そ
う
で
す
。
 

シ
 
み
、
・
、
 
、
、
・
・
、
…
 

・
 
、
、
…
 
・
、
・
、
、
 

趣
味
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
 で

も
こ
の

一
年
仕
事
で
グ
ロ
ッ
キ
 

ー
、
と
て
も
ス
ポ
ー
ツ
は
 

最
近
ド
ラ
イ
ブ
に
疑
っ
て
い
ま

す
。
も
っ
ぱ
ら
海
の
方
へ
。
ス

カ
ッ
と
し
ま
す
。
 

金
木
町
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

一
寸
素
朴
で
飾
り
気
が
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
観
光
に
も

力
を
入
れ
て
も
ら
い
た
い
の
で

す
が
商
工
業
に
も
少
し
。
 

（
笑う
と
八
重
歯
の
可
愛
い
女

性
で
し
た
。）
 

開
か
れ
た
“
ふ
る
さ
と
展
一
に
は

多
く
の
フ
ァ
ン
や
な
つ
か
し

い

同
●
な
ど
も
囲
け
つ
け
盛
況
を

極
め
ま
し
た
。
 

大
橋
さ
ん
の
シ
ル
ク
ス
ク
リ
 

ー
ン
は
、
ぼ
か
し
を
使
っ
た
淡

い
色
彩
の
中
に
苦
労
の
末
パ
リ

で
養
っ
た
明
と
暗
の
時
間
的
内

部
空
問
の
も
つ
演
畠
力
と
生
命

の
も
つ
も
の
の
幻
想
的
世
界
を

瞬
時
に
と
ら
え
、
こ
れ
ま
で
貝

殻
、
蝶
、
竹
、
笥

（
た
け

の

こ
）
を
題
材
に
昭
和
五
十
六
年

の
日
動
画
廊
第
十
二
回
版
画
グ

ラ
ン
プ
リ
展
第
三
席
を
は
じ
め

数
多
く
の
栄
誉
に
輝
い
て
い
ま

す
。
 

大
橋
さ
ん
は
、
 

二
十
数
年
前
金
木

町
内
に
五
代
も
続

い
た
菓
子
舗
通
称
 

“ダ
イ
サ
ー
の次
男
 

一
 
で
、現
在
三
十
五

歳
。
さ
る
四
月
十

一
日
か
ら
十
五
日

ま
で
五
所
川
原
市

内
の
デ
パ
J
ト
で
 

しげゆき 

大博成行の世界 
f
・
司
 

'
1
 

紗
鷺
加
9
K濡
瓶
l
 

大
橋
さ
ん
に
は
、
町
内
の
高

令
者
も
良
く
知
る
以
上
に
苦
労

も
多
く
、
父
の
代
に
家
業
は
潰

れ
十
三
歳
で
母
を
亡
く
し
、
十

四
歳
に
は

一
家
を
あ
げ
て
上
京
。
 

十
五
歳
に
今
度
は
父
が
世
を
去

る
と
い
う
連
命
の
人
。
寂
し
い

中
に
も
墨
田
高
校
を
経
て
、
千

葉
大
工
業
意
匠
科
を
卒
業
。
就

職
は
し
た
も
の
の
性
に
合
わ
な

い
こ
と
を
悟
り
、三
年
間
お
金
を

貯
め
て
フ
ラ
ン
ス
へ
渡
り
、
世

界
的
版
画
家
ヘ
イ
タ
ー
の
ア
ト

リ
エ
1
7に
三
カ
月
待
た
さ
れ
て
 
 人

門
。
銅
版
を
手
が
け
た
も
の

の
苦
悩
の
H
々
を
送
っ
た
そ
う

で
す
。
 

し
か
し
、
パ
リ
の
公
三
氏
に

弟
子
入
り
し
て
か
ら
は
大
橋
さ

ん
の
夢
幻
的
世
界
が
開
眼
。
芸

術
家
と
し
て
の
才
能
を
発
揮
す

る
に
至
り
ま
し
た
。
 

大
橋
成
行
さ
ん
の
過
去
を
知

る
だ
け
に
デ
パ
ー
ト
の
ふ
る
さ

と
展
で
は
、
さ
わ
や
か
な
紫
色

の
濃
淡
度
に
誰
も
が
魅
了
さ
れ

す
ば
ら
し
い
を
連
発
し
て
い
ま

し
た
。
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製
剤
を
国
民
の
献
血
だ
け
で
は
賄
い
得
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
血
液
の
安
定
確
保
を
目
指
し
、
四
月
一

日
か
ら
献
血
制
度
が
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
 

し
た
。
 

“人
生
八
十
年
型
社
ムF
ー
 
わ
た
し
た
ち
は
今
、
 

か
っ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
長
寿
時
代
を
迎
え
て

い
ま
す
。
同
時
に
、
医
療
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
 一
昔

前
な
ら
ば
、
体
力
の
な
い
高
齢
者
は
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
手
術
も
、
今
で
は
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
 

く  44月1日スタート 新しい献血制度 ） 
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）
 

数
倍
の
献
血
者
が
必
要
で
す
。
〉
 

一
血
禁
分

画
製

剤
 

そ
の
た
め
輸
入し
た
制
品
や
一
 

一
 
血
紫
分
画
製
剤
と
は
、
血
 

血
梁
を
通
し
、
エ
イ
ズ

（
後
一

一
液
中
の
血
緊
成
分
を
さ
ら
に
 
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
）
に
一

一
個
々
の
成
分
に
分
離

・
精
製
 
感
染
す
る
と
い
う
問
題
が
発

一

一
し
た
も
の
で
す
o
 こ
の
製
剤
 
生
し

ま
し
た
。
い
ま
、
国
民
一

一
は
必
要
な
成
分
だ
け
を
使
用
 
の

必
要
と
す
る
血
液
は
国
民
一

一
す
る
も
の
で
す
が
お
日
本
の
 
の
献
血
に
よ
る
血
液
で
確
保
一

一
献
血
だ
け
で
確
保
す
る
た
め
 
す

る
こ
と
が
せ
ま
ら
れ
て
い
一
 

一
 

 
に
は、

 

今
の

献
血
制度
で
は、

 

 
ま
す
o
 

一
 

●

心
育
 

●

ふ
じ
 

●

心
立
 

う
の
 

お
本
 

賄
日
 

で
 

な
 

ん
 

み
 

，
嚇
ー・ー

・
 ー
 
＞
こ二g
己
・ミ
 

あ
な

た
が

選
択
 

三
つ

の
献

血
方

法
 

昭
和
六
十
年
の
献
血
者
は
全

国
で
約
八
百
七
十
万
人
。
全
人

口
の
約
七
・
二
％
の
献
血
率
は
、
 

世
界
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
誇

り
ま
す
。
し
か
し
、
一
回
当
た

り
の
献
血
量
「
二
百
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
」
 
は
、世
界
で
も
敢
少
量

の
レ
ベ
ル
で
す
。
そ
の
た
め
多

く
の
善
意
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 

医
療
用
の
血
液
は
不
十
分
な
の

が
現
状
で
す
。
こ
の
た
め
、
今

回
の
改
正
で
は
、
従
来
の
 
コ
ー
 

百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
」
に
加

え
、
新
た
に
 
「四
百
I
IIリ
リ
ッ

ト
ル
献
血
」
と
血
液
中
の
特
定

成
分
だ
け
を
採
血
す
る
「
成
分

献
血
」
が
導
人
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
結
果
、
四
月
一
日
か
ら

は
こ
れ
ら
三
つ
の
中
か
ら
ど
れ

か
を
選
ん
で
献
血
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
 

四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
 

血
液
の
安
定
「m
保
と
、
輪
血

に
よ
る
肝
炎
な
ど
の
感
染
ゃ
そ

の
ほ
か
の
副
作
川
を
減
ら
す
た

め
に
生
ま
れ
た
の
が
、
四
百
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
で
す
。
 

例
え
ば
千
二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
の
輸
血
は
、
二
百
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
献
血
で
は
六
人
分
の
血
液
 
 が

必
要
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
四

百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
の
場
合
、
 

三
人
分
で
輸
血
が
す
み
ま
す
。
 

少
な
い
人
数
で
必
要
栄
が
確
保

で
き
る
と
同
時
に
、
 一
方
で
数

多
く
の
血
液
を
混
ぜ
合
わ
せ
な

く
て
す
む
の
で
、
輸
血
に
よ
る

副
作
川
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
量
の
確

保
と
安
全
性
が
得
ら
れ
る
採
血

方
法
な
の
で
す
。
 

四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
は
、
 

ロ
本
人
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
体
格

を
し
た
東
南
ア
ジ
ァ
諸
国
の
人

た
ち
の
ほ
か
、
世
界
各
国
で
か
 
 な

り
前
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
 

医
学
的
に
も
そ
の
安
全
性
は
十

分
に
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
（
 

成
分
献
血
 

必
要
な

成
分
を

採
血
す
る
 

成
分
献
血
と
は
、
血
液
中
の
 

《
『

し
．
・
 

【
・
し
一
‘
】
 
A
 

血
葉
あ
る
い
は
血
小
板
だ
け
を

採
血
す
る
方
法
で
す
。
 

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
採
血
方

法
が
必
要
な
の
か
と
い
う
と
、
 

血
紫
成
分
か
ら
つ
く
る
血
紫
分

画
製
剤
が
現
在
の
医
療
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
か
ら
で

す
。
し
か
し
今
、
こ
の
製
剤
を

つ
く
る
血
紫
は
国
内
で
確
保
で

き
な
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
 

そ
の
製
剤
や
血
策
の
九
〇
％
以
 

L
を
外
国
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
 

医
療
に
必
嬰
な
こ
の
製
剤
を
国

内
で
つ
く
る
た
め
に
も
、
成
分
 
 献

血
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
採

血
方
法
な
の
で
す
。
 

成
分
採
血
は
世
界
各
国
、
そ

し
て
国
内
の
大
学
病
院

・
総
合

病
院
で
も
す
で
に
行
わ
れ
て
い

て
、
安
全
性
は
十
分
に
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

健
康
な
時

に
献

血
を
 

今
回
の
四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

献
血
と
成
分
献
血
の
導
入
は
、
 

医
療
に
必
要
な
血
液
製
剤
す
べ

て
を
献
血
か
ら
確
保
す
る
努
力

の
第
．
歩
な
の
で
す
。
 

健
康
な
時
に
献
血
し
、
必
要

な
時
に
血
液
製
剤
を
使
っ
た
医

療
を
受
け
る
ー
‘
あ
な
た
の
さ

し
の
べ
た
腕
が
尊
い
生
命
を
守

り
ま
す
。
 

新
し
く
な
っ
た
献
血
制
度
に

ぜ
ひ
ご
協
力
ド
さ
い
。
 

た
め
今
の
献
血
制
度
で
は
す
で
に
、
す
べ
て
の
血
液
 
安
全
性

は
実
証
済

み
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心
身
症
と

い
う
言
葉
が

一
躍

有
名
に
な
っ
た
の
は

一
九
八
一
一

年
二
月
九
日
に
起
き
た
日
航
機

羽
田
沖
墜
落
事
故
の
時
で
あ
り

ま
す
。
同
機
の
K
機
長
が
心
身

症
の
既
往
症
が
あ
っ
た
と
い
、つ

こ
と
で
こ
の
病
気
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

心
身
症
が
ど
の
よ
う
な
病
気
な

の
か
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
わ
が
国

で
は
心
身
症
が
医
療
上
の
確
た

る
位
置
づ
け
が
川
来
て
か
ら
は

二
十
年
た
ら
ず
で
、
そ
の
発
生
 
 

は
近
年
増
加
し

つ
つ
あ
り
、
つ

ま
り
文
明
病
の

ー
つ
で
あ
り
ま

す
。
心
身
症
と
は
「
心
理
社
会

的
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
生
ず
る

身
体
の
異
常
状
態
」
と
定
義
さ

れ
て
居
り
ま
す
。
 

心
身
症
に
属
す
る

・E
な
疾
思

と
し
て
は
、
m
循
環
器
系
（
高
血

圧
症
、
狭
心
症
な
ど
）
、
②
呼
吸

器
系
（
気
管
支
端
息
、
ァ
レ
ル
ギ
 

ー
性
鼻
炎
な
ど
）
、⑧
消
化
器
系
 

（
消化
性
潰
蕩
、
神
経
性
下
痢
な

ど
）
、④
皮
膚
粘
膜
系

（円
形
脱

毛
症
、
尊
麻
疹
な
ど
）
、
⑤
泌
尿
、
 
 

生
殖
器
系
（
神
経
性
頻
尿
症
、
神

経
性
排
尿
困
難
、
婦
人
自
律
神

経
症
、
不
感
症
な
ど
）
、⑥
骨
筋

肉
系
（
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
斜
頭
な

ど
）
、m
内
分
秘
系
（
糖
尿
病
、
肥

満
症
な
ど
）
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
現
代
症
と
も
言

い
換
え

る
こ
と
が
畠
米
る
心
身
症
の
発

生
頻
度
は
高
く
、
某
病
院
の
内

科
患
者
の
う
ち
三
割
は
心
身
症

患
者
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
ま
た
 

H
本
生
産
性
本
部
が
中
堅
企
業

の
従
業
員
を
対
象
に
行
な
っ
た

調
査
で
は
、
十
人
に
一
人
が
ノ

イ
ロ
ー
ゼ
を
含
め
た
広
義
の
心

身
症
の
疑
い
が
あ
っ
た
と
報
告

さ
れ
て
居
り
ま
す
。
 

様
々
な
症
状
（
頭
痛
、
め
ま
い
、
 

い
ら
い
ら
、
不
眠
、
心
惇
」ル
進
、
 

冷
汗
、
悪
心
、
暇
吐
、
ふ
る
え
、
 

け
い
れ
ん
な
ど
）
を
本
人
が
自

覚
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各

科
で
行
な
わ
れ
る
身
体
的
諸
検

査
で
は
全
く
異
常
が
な
い
と
い

わ
れ
た
り
、
「気
の
せ
い
だ
よ
」
 

と
い
わ
れ
な
が
ら
も
、
実
際
に

は
色
々
な
症
状
に
苦
し
み
な
が

ら
幾
つ
か
の
医
療
機
関
を
転

々

と
し
、
ト
分
な
沿
療
が
行
な
わ

れ
な
い
ま
ま
の
人
が
居
り
ま
す
。
 

こ
の
様
な
人
は
な
る
べ
く
早
 

H
に
適
切
な
診
察
と
治
療
を
受

け
る
こ
と
が
肝
要
と
思
い
ま
す

0
 

ー
お
わ

び
ー
 

金
木
だ
よ
り
三
”
号
中
“
町

裏
賞
受
賞
者
一
に
次
の
方
々
が

抜
け
て
い
ま
し
た
。
 

マ
特
別
功
労
褒
賞
廿
松
橋
富
秋
 

（
献
血3
1回
）
泉
谷
義
昭
（
同
 

3
0回
）
今
真
道
（
同
）
西
村
隆

明
（
同
）
鳴
海
八
嘉

（同
）
荒

井
繁
雄
（消
防
団
n
3
0年
以
上
）
 

杉
山
邦
義
（
同
）
 

追
加
し
て
お
詫
び
致
し
ま
す
。
 

ま
た
、“戸
籍
の
窓
お
し
あ
わ

せ
に
一
巾
、
黒
滝
武
さ
ん
が
茂

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
訂
正
し

て
お
詫
び
致
し
ま
す
。
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「心
身
症
」
に

つ
い
て
 

副
院
長
 
三
 

上
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（前
市
立
函
館
病
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外
科
医
長
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3 月31日現在 前年同月比 

り」 6.731人 一120 

女 7.283人 一 111 

計 	14,014人 	- 231 

r
 

(
 

r
 


